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An attempt to improve an educational method for evolution 
using "Origami bird".  
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実験に 2 枚×4 種類＝8 枚
の羽根を用意すれば十分と
なる。10のグループであれ
ば、20 枚×4 種類=80 枚で
完全に足りることとなる。 
セロテープで留めた場合、セロテープをきれいにとりはずすことは難しいので、毎回
の飛行実験毎に羽を取り付けるとすれば、親鳥と 4 世代の子孫で 10 個体のオリガミバ
ードに新しい羽を接着する必要がある。１個体当たり 2つの羽が必要なので、全ての羽











































実験では、最初に 3 個体分（①,②,③）の突然変異の生成を行い、次に 3 個体分（①,
②,③）の子孫の作成と飛行距離の測定を行う。その後、子孫の飛行距離及び飛行距離
の平均の記録を行い、F1 世代の生存・繁殖の条件に照らして F2世代の親鳥を決定する。
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て、各世代における飛行距離の平均値は、約 2.5 mから約 5 mに単調に増加している
ことがわかる。各世代における飛行距離のバラツキは、標準偏差が 0.4 mから 1 mの
間であり、外れ値を除くとほぼ 0.5 m程度になっている。条件２）では、各世代にお
ける飛行距離の平均値は、約 2.5 mのまわりで、約 2 mから約 3 mの間で揺らいでお
り、増加や減少の一定の傾向はないことがわかる。各世代における飛行距離のバラツ
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関する質問（10 問），突然変異に関する質問（６問）の計 28 問で構成されており，
すべて○×式である．実習時間の関係より、この調査テストから問題数を減らしたテ
ストを作成し、ここでの測定に用いた。進化の定義に関する質問（9 問），自然選択に
関する質問（7 問），突然変異に関する質問（5問）の計 21 問である（図１４に示
す）。回答欄に○も×も書いていない場合は不正解として扱った。アンケート項目全体
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